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平成26年度

平成2７年度

平成2８年度

平成2９年度

自転車政策推進室発足，京都・新自転車計画策定

「教習所を活用した自転車安全講習」開始

「第4回自転車利用環境向上会議in京都」開催

「パパママ自転車べんきょうかい」開始

ルール等啓発冊子「Enjoy 自転車 life in Kyoto」発行

「『見て分かる！』自転車安全教室」開始

「キックバイクを用いた子ども自転車教室」開始

京都市自転車安全教育プログラム 策定

「自転車安全教室（事故のリスク・

社会的責任編）」開始

自転車の安全利用に関する業務を所管

１ 京都市の自転車安全教育に関するこれまでの取組
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スケアード・ストレイト方式
による自転車安全教室

（平成23年度～）

パパママ自転車
べんきょうかい

（平成27年度～）

「見て分かる！」
自転車安全教室

（平成28年度～）

キックバイクを用いた
子ども自転車教室

（平成28年度～）

自転車安全教室
(事故のﾘｽｸ・社会的責任編)

（平成29年度～）

自動車教習所を活用した
自転車安全講習

（平成26年度～）

２ 京都市の自転車安全教室



Ｈ２６年度，市長のリーダーシップにより自転車政策が強化された。
新設された自転車政策推進室では，新しい自転車計画を策定し，計画の大きな

柱として自転車安全教育を位置付けた。

計画を策定することで，庁内での理解が進み，大きな方向性として自転車安全
教育を推進することが認知された。
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３ 京都市の自転車安全教室の開催に向けた取組

政策面のポイント

教室開催に当たっては，まずは試行事業から始めることとし，その評価を
実施した。その結果を活用し，ステップアップした内容で予算要求を行った。

教室を試行開催することで，具体的な評価を得ることができ，本格開催に向け，
現実的で説得力のある予算要求が可能となる。 ⇒ 「正のスパイラル」

財政面のポイント
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平成28年度
平成28年10月に京都市内で開催された，国際交通安全学会主催の「デンマーク式

自転車教室」を参考に，試行的に市営保育所1箇所で実施

平成29年度
前年度の試行実施が好評だったため，実施体制及び内容を見直したうえで，市営

保育所で実施

平成30年度
実施対象を市立幼稚園，私立幼稚園に拡大して実施

① キックバイクを用いた子ども自転車教室（幼児向け）

保育所の所長並びに職員等にアンケート及び聞き取り調査を
行い，実施する学年や，配慮が必要な幼児の状況等に併せて，
逐次実施プログラムの改良を行っている。
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平成28年度
自転車での行動範囲が広がり，事故のリスクが高まる世代である中高生を対象に，

自転車通学が認められている中学校など2箇所で試行実施

平成29年度
市立中学・高校全体に募集を行い，拡大実施

平成30年度以降
本教室をベースにした，

中学生向けの新たな自転車
安全教育教材の開発，通常
授業での導入の検討

② 「見て分かる！」自転車安全教室（中高生向け）

実施した学校の生徒にアンケート調査を行い，
もっと知りたかったことなどの意見を参考に，
今後実施する教室に反映している。
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３ 京都市の自転車安全教室の開催に向けた取組

連携面のポイント

京都市域では，京都市単独の取組以外に，学校教育現場での取組，京都府警に
よる交通安全指導の取組，また地域での交通安全の取り組みなど，多くの自転車
に関する安全教室が開催されている。

関係機関等と連携することで，多くの自転車安全教室を開催することができ，
全体として自転車安全教育の充実を図ることができる。

京都市
自転車政策

地域活動京都府警

事業者

外部専門家

京都市
教育委

自転車安全教育の連携
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◎ 京都市自転車安全教育プログラム

に基づく取組の推進

子どもからお年寄りまで，ライフステージ

ごとに，教える主なポイントをまとめた自転車

安全教育に関するプログラムを策定しており，

関係機関等とも連携しながら，このプログラム

に基づく自転車安全教育の充実を図る。

４ 京都市の自転車安全教育のこれから

◎ サイクルセンターの開設

誰もが自転車と触れ合え，安全な乗り方を

いつでも楽しく学べる常設の施設として「サイ

クルセンター」を平成３２年度に開設予定で

あり，同施設を活用し，親・子・孫３世代で

自転車のルール・マナーを楽しく学べる教室や

イベント等の実施を目指している。

京都新聞記事

29.11.30


